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1　はじめに
本稿の昌的は、日本語とスペイン語の両言語で、結果が残存している状
況をどのような言語形式を用いて表現するかを対照分析し、その成果を日
本語教育における文法解説に応用することである。
スペイン語母語話者を対象とした日本語教科書では、＜結果状態＞
1I
のテイルと対応する表現として‘estar＋participio’（相助動詞＋過去分
詞）が挙げられるのが通例である。しかし、実際には、結果が残存する事
態を表現する時、日本語ではテイル形式で表現しても、スペイン語では
estar＋participio’を用いない場合が多く存在する。例えば、「（さっき
ここにあった鍵が）なくなっている」 というように日本語ではテイル形式
を用いて表現できる事態でも、スペイン語では“（hぬve）es也perdda”
などとは言わず、単純に“noes臨”と表現する。つまり、テイル形式
の表現の広がりを理解するためには、＜結果状態テイル＞＝‘践tar＋
pardcipK）’では不十分であり、スペイン語では　estar＋participiol以外
で表現される様々な事態を、日本語ではテイル形式一つで表現可能なのだ
という認識が必要なのである。
以上のような考えから、本稿では、①結果状態を表すテイル形式と
‘estar＋participio’の使用範囲の違いを先行研究に求め、②　Lestar＋
participio’以外に、スペイン語ではどのような表現形式が結果状態のテ
イルの訳語としてありうるかを明らかにし、③上の（主題）の成果を基に、既
存の日本語教科書の問題点を指摘、新たな文法解説案を示す。
2　く結果状態＞を表すテイル形式について
本稿の主要な目的は上記①～③であるが、まず、分析の前提となるく結
果状態＞を表すテイルとはどのようなものか、そして、それが現行の日本
語教科書においてどのように扱われているかをここで確認しておきたい。
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2．1テイル結果構文について
の
テイル形式が表す意味は様々であるが、本稿で対象とするのは、次のよ
うな、主体が受けた行為から生じた変化、あるいは、主体が自ら行った行
為の結果が残存していることを表す用法である。
（1）窓ガラスが粉々に割れ工さじ互。
（2）英語の勉強のために、兄はアメリカに行っ壁墨。
（1）は、外から受けたく「割る」という）行為によって、主体（窓ガラス）
に生じた（「割れた」という）変化が残っていることを表している。（2）は、
主体（兄）が自ら行った移動行為の結果が引き続き残っていることを表し
ている。日本語教育では、一般的に、このようなテイル形式の表す意味・
用法をく結果状態＞＜結果残存＞などと呼ぶが、3．1節で詳しく見る高垣
の研究では「テイル結果構文」と呼んでいる。用語の統一という観点で、
本稿でも高垣に倣い、テイル形式が＜結果状態＞を表す場合を「テイル結
果構文」と呼び、分析を進める。
2．2　スペイン語母語話者向け日本語教科書におけるテイル結果構文
スペイン語母語話者向け日本語教科書の文法解説において、通常、テイ
ル結果構文の訳語とされるのは‘estar＋participio’である。以下、4冊
3I
のスペイン語母語話者向けの日本語教科書でそのことを確認する。
①川′・．VO／′1柄7YhlOdP〟PO〃由！7‘川ム軸〟1m／Jf1仙′7Pり川7ピて日光′〝ピ＿1
、eglIl1dupE”Ltビ．EIColegiodeMExico，1982．Mexico・
②『みんなのH本譜　初級I・Ⅱ翻訳・文法解説スペイン語版』スリー
エーネットワーク、1999。
③M〃0ⅣG（フ止岬〝り光／柑／7f．甲‘川〃み‘′仇〝7如β明フ∂、Herder．2000．Spaln・
④肋′71′〝／読㌧旬間′Jdβ‘．蔽〃，中沢洋子、ピアソン・エデュケーション、
2008。
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（発行年度順。以下、①をMpo八倒、②をrみんな』、③を『wo〃G功、
④を持九m〃融　と略す。）
随POⅣ璃（p．154）、『M〃0〃G（フ』（p．170）では、テイル結果構文の対
応語として‘estar＋participio’が明記されている。『みんなⅡ』（p．26）、
拍血間′alj（pp．80－89）では、Lestar十participio’が対応語として明記はさ
れなていないものの、例文は、‘estar＋participio’で訳される場合がほ
とんどである。（『勅WO八G胡（p．170）では、テイル結果構文ときれいに対応
しないスペイン語の例が取り上げられており、注目すべき点であるが、これに
ついては、4．1節にて後述する）。
しかし、‘estar十partlCipio’は、テイル結果構文が表しうる事態の一
部分しか表現できないことが、先行研究で明らかになっており、唯一の対
応物として導入するには問題がある。次章で、そのことについて詳しく見
る。
3　テイル結果構文に対応するスペイン語のアスペクト形式
ここでは、テイル結果構文と‘estar＋participio’について詳細に分析
した高垣の一連の研究から、Lestar十partlCipio’がテイル結果構文の唯
一の対応物ではないことを確認する。さらに、テイル結果構文に対応する
estar＋participio．以外の表現形式を筆者の調査から明らかにする。
3．1‘estar結果構文’の形成要件
スペイン語の‘estar＋participio’の構文を詳細に分析したものとして、
高垣（1999．2∝）Oa，2005）の一連の研究がある。以下にその概要をまとめる。
なお、高塩ではVendler（1967）の動詞分類を分析の基本にすえているた
め、まずは、その動詞分類を概観する必要がある。
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3．1．1Vendler（1967）の動詞分類
英語学において、Vendler（1967）が提案した動詞4分類を概観する。そ
l、
れは、現在、最も広く援用されている分類であると思われる。以下は、英
語によるその類例である。
a．状態動詞（states）：know．believe．have．desire．love
b．活動動詞（activities）：run，Walk．Swim，puShacart，driveacar
c．到達動詞（achievements）：reCOgnize．spot，find．lose．reach．die
d．達成動詞（accomplishments）：paintapicture．makeachair，puSh
acarttothesupermarket．recoverfromillness
（語例は、影山（1996：41）による。）
動詞は〔状態性〕を持つかどうかという基準で大きく二つに分けられ
る。まず、〔状態性〕を持つ動詞としてa．状態動詞が取り出される。次に、
〔状態性〕のない、つまり動的な動詞に振り分けられた動詞を、〔限界性〕
という基準で二分する。〔限界性〕とは、その行為全体に必然的な終了限
界点が合意されているかという基準である。例えば、‘run’「走る」とい
う行為は動的であるが、その動作自体に何ら必然的な終わりは含まれてい
ない。一度その行為を始めてしまえば、どこでその動作を終えても「走っ
た」と言える。つまり、‘mn’「走る」自体に、なんの終了限界点も定め
られていないのである。反対に、‘runamile’「1マイル走る」では、1マ
イル走らなければ、その行為は成立したことにはならず、「1マイル走っ
た」と言うためには、走り始めて1マイルの地点を通過しなければなら
ない。よって、「1マイル走る」は、必然的な終了限界点が定められてい
る事象である。このように、動的で、非限界的な動詞をb．活動動詞とし
て取り出す。単に‘run’「走る」は、活動動詞に分類され、．run amile
「1マイル走る」という動詞句は、次の分類基準にもち越される。3番目
に、〔瞬間性〕という基準を用いて、動的で限界性のある動詞をさらに二
分する。〔瞬間性〕とは、その動作が時間幅を持つ動作か、一瞬のうちに
4ユ
終わる動作かという基準である。例えば、‘winthe race’「競争に勝つ」
は、最終的な目標（勝利）に至らなければ、その行為が成立したことにな
らないという意味で〔限界性〕があり、その目標（勝利）の実現は、瞬間
的に成立する。このように、動性、限界性、瞬間性を持つ動詞は、到達動
詞（achievement）に分類される。
一方、先に見た．runamile’「1マイル走る」は、最終的な目標とし
て「1マイルの距離の走破」があり（限界性があり）、その行為の実現には
ある程度の時間幅（持続性）が必要である。このように、状態性、限界性、
持続性の持つ動詞は、達成動詞（aecomplishment）に分類される。以上の
過程を図で示すと、次頁のようになる。
〔十状態性〕　　　　　　　　　〔一状態性］
／　　　　＼
〔一限界性〕　　　　　　　　〔＋限界性〕
／　＼
〔＋瞬間性〕　〔一瞬間性〕
a状態動詞　　　b活動動詞　　　　　　c到達動詞　　d達成動詞
know run winthe race run a mile
図1Vendler（1967）の動詞分類過程
3．1．2‘estar結果構文’の分析：高垣の研究
スペイン語において、ある動作、作用の結果が残存していることを表そ
うとする場合の一つの形式に、‘estar＋participio．（相助動詞＋過去分詞）
がある。受身文の一種とされるが、‘ser’を用いた受動文とは異なり、通
常‘por～行為者’（～によって）をしたがえないこと、場面への時間的限
定性が強いことから、＜結果状態＞の構文とされる。以下、高垣の用語を
に倣い‘estar結果構文’と呼ぶ。
高塩（1999）は、eStar結果構文は以下の要件のもとで形成されるとする。
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（3）a．．estar結果構文’は完了性の動詞によって形成される。
b．‘estar結果構文l　は変化を合意する動詞によって形成される。
（高垣19鱒ニ140における形成要件）
（3a）の完了性とは、〔限界性〕である。よって、この時点で、〔限界性〕
を含まない状態動詞、活動動詞は形成資格を失う。
・’ElespaflOlestえhablado．
・’Elasuntoyaest云sabida．　（高垣ihiE／．：140）
また、活動動詞が「一定の直接目的語を伴うことにより、動詞句全体と
して限界性アスペクトをもつにいたる」ものを達成化動詞とするが、その
ように〔限界性〕を付与されても、（3b）の要件を満たさなければ、eStar
結果構文を形成しない。到達動詞も限界性動詞ではあるが、「それに先行
するはたらきかけもなく、事象の生起後、対象に対していかなる変化をき
たすこともない」（高垣2∞5：107）ため、これも（3b）の要件を満たせず、
estar結果構文を形成しない。
（4）．LasonataestAinterpretada，（達成化動詞）
（5）．ElrioestAcruzado．（到達動詞）　（高垣i／IiE／．：107，Marin2004より）
以上から、（3ab）の形成要件により、達成動詞（一定の時間幅を持って、
その対象に状態変化や位置変化を及ぼす動詞）のみが、eStar結果構文を形成
すると（暫定的に）言うことができる。
しかし、上で不適格となった達成化動詞と到達動詞の例も、ある特別
な状況設定を行えば、十分に適格になるとしている。「特定の状況」とは、
「先行局面を顕在化するような状況、すなわち、持続過程P（および、その
反映としての結果状態E）の下位事象が意味的に補完され、移行事象を構成
するようになる場合」である。例で確認する。
（6）Estasonataユ望eSt云interpretada．　（高垣IhIl／．：110）
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まずは、達成化動詞から説明する。（4）では不適格であった例も、「コン
サートのプログラムで、予定されている曲目の中で、当該のソナタが終了
後、関係者の間で、終了した事実を確認する」という状況では、（6）が適
格になる。「プログラムの流れ」が一種の過程性を、「次の曲目へ移る」こ
とが、当該のソナタが終了した後での結果性を補完する。それにより、こ
の構文が可能になるということである。‘ya’（もう）のように、事象の展
開性を表示するような副詞の付加は、なおいっそうこの文を適格なものに
するという。
次に、到達動詞の例を見る。
（7）lComandante．elrioyaestacruzado！
（8）a．？？Lacarteraestえencontrada．
b．Eltesoroyaestえencontrado．
（9）a．？？Lacarteraestえperdida
b．LamemoriadelnefastocrimenyaestAperdidaenelpueblo．
（高塩／！－／‘！．：11ト112）
（5）では不適格であったが、（7）のように、計画的な作戦行動の一部と
して目標が達成される状況が想定されると、適格となる。また、（8a）（9a）
では不自然に感じられる文も、（8b）（gb）となれば自然となる。それは、
各（b）においては、その事象の達成に向けた意回的な持続行為があった
ことが前提とされるからだとしている。（8a）（9a）よりも（8b）（9b）の
方が、不特定多数によるlencontrar’（発見する）、Lperder’（なくなる）
の実現に向けた意図的持続性が強く感じられるというわけである。
以上、高垣の分析の要点は、eStar結果構文は、完了性で変化を合意す
る動詞（達成動詞）により形成されるのが基本であるが、それに外れる場
合でも、当該の事象の達成に向けた意図的持続性が想定されれば、過程
性が補完され、eStar結果構文を形成するようになる、ということである。
「意図的持続性」を「はたらきかけ」ということばに置き換えると、eStar
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結果構文は、〔変化〕と、その〔変化〕を与えようとする「はたらきかけ」
を事象構造として持つ動詞（旬）から形成されると言うことができよう。
以上の関係性を図式化すれば以下のようになる。
「はたらきかけ」
「変化」なし
文脈要素により変動
形成不可能
く活動動詞＞　　　　＜達成化動詞／到達動詞＞
図2．est訂結果構文t　の形成
「はたらきかけ」
「変化」あり
形成可能
く達成動詞＞
活動動詞と達成動詞は、eStar結果構文の形成の可否からすると対極に
位置づくものである。活動動詞は、いかなる場合もestar結果構文を形成
しない。反対に達成動詞は、eStar結果構文を形成する典型的なものであ
る。両動詞の中間に位置づく達成化動詞（項や副詞要素により〔限界性〕を
帯びるもの）と到達動詞は、文脈次第、つまり「はたらきかけ」と「変化」
が補完されるような読みが可能な場合にのみestar結果構文を形成するよ
うになるものである。いずれにせよ、eStar結果構文には、「はたらきか
け」と「変化」が重要な要件である。
しかし、日本語のテイル結果構文の場合には、達成動詞はもちろん、達
成化動詞でも到達動詞であってもよい。以下に、例を挙げる。
（10）‘quitarselachamarra’（上着を脱ぐ）
・．・・．・’EstAqultadolachamarra（上着を脱いでいる。）
（11）Lunvisitanteimportantevenir’（大事なお客さんが来る）
→Unvisitanteimportante．estdvenldo．（大事なお客さんが来ている。）
（12）lperderlallave’（鍵をなくす）
→’huaveest云Derdida（鍵がなくなっている。）
（10）（11）のような動詞は変化を含んでいる。しかし、それは対象への
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「はたらきかけ」によって起こった変化ではない。変化するのは主体自ら
である。また、（12）のような消失を表す動詞も無意志的であり、対象への
5I
積極的な「はたらきかけ」とは考えられない。よって、これらはすべて
estar結果構文を形成しない。しかし、日本語訳の方は、何ら特殊な訳で
はなく、ごく自然なテイル結果構文を実現している。以上の観察により、
estar結果構文とテイル結果構文の差異が明らかとなった。
以上のように、日本語ではテイル結果構文で表す事象であっても、一般
的にその訳語とされるIestar＋participio’は、その形成要件にかなりの
制限がある。そこで、それが用いられずにほかの形式で表現される場合が
予想される。次節にて、どのような表現形式のバリエーションがありうる
のかを見る。
3．2　テイル結果構文に対応するその他のスペイン語の表現形式
前節で見たように、eStar結果構文は、テイル結果構文が表しうる事態
の一部分しか表現できず、決して唯一の対応物ではない。テイル結果構文
をスペイン語に翻訳しようとすれば、‘estar＋participio’以外の棟々な
訳語が必要となる。この節では、テイル結果構文の対応語として、eStar
結果構文以外に、どのような可能性が考えられるかを明らかにする。
以下を参照されたい。これは、テイル結果構文をスペイン語で表そうと
した場合に、どのようなバリエーションがありうるかを抽出しようとした
アンケートである。方法としては、通常日本語でテイル結果構文が使用さ
れるような文脈を設定し、その部分に筆者自身が‘estar＋participio’を
直訳的にあてた。その箇所をスペイン語ネイティブに訂正を依頼したもの
である（メキシコ国立工科大学外国語教育センター日本語科日本語教師Nadla
RamosCristina氏に訂正を依頼した。日本語訳を見ながら、その状況を表現す
るのにふさわしいスペイン語に修正する作業となる。波線部が修正された訳語
である）。
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＜添削調査の抜粋＞
1．A：HoyMariasevelinda．（今ELマリアさん、かわいいですね。）
B：Siverdad？Estapuestaunablusabonita．→虫！型旦強迫
（そうですね。 きれいなブラウスを着ています。）
2．Aunque estamos eninvierno，hace calor en esta sala．Todos越由
qutadoslachamarra．→血痕疲
（今、 冬なのに、この部屋は暑い。みんな上着を脱いでいます。）
3．（Ahace aB unallamada．Peroencasade B hallegadounvisitante un
tienequeatenderlo）
A：iBueno？VoyaverelpartidodefutboIconCarlos，えquieresircon
nosotros？
（もしもし、今からカルロスとサッカーの試合を見に行くんだけど、一
緒に行かない？）
B：Meencantaria．pero nopuedoirporque est云venido unvisitante
importanteytengoqueatenderlo．Hoynopuedoiraningunlado・→
havenido／vino
（うん…、でも行けない。今、大事なお客さんがうちに来ているから、
相手しなくちゃいけないんだ…。今日はどこにも行けないよ。）
4．A：iDbndeest去Juan？（フアンはどこ？）
B：Est摘adoalS6tano．→Estえen／捷止由由／BBiQ
（今、地下に降りています。）
5．（Situacibn：ActualmenteelhermanodeBestえenEstadosUnidos，）
AこiEnqu色trabajatuhermano？
（お兄さんは何の仕事をしているんですか？）
B：Todaviaesestudiante．EstAidoaEstadosUnidosparaestudlaringl色S．
一一Haido／Sefuと
（まだ学生ですよ。英語の勉強をLに、 アメリカに行っているんです。）
6．A：Queextra丘0…．（変だな…。）
B：dQuepasb？（どうしたの？）
A：Haceratodej芭lallaveaqui．peroest云Derdida…，→noest云
（さっき、 ここに鍵を置いたんだけどなくなっている…。）
estar＋participio’を用いて故意に間違えた箇所は、‘tener十
participio一（結果状態）、lhaber＋participiol（完了）、点過去形、Lestar
（特定物の存在）のような訳語に訂正されていることがわかる。
の
また、上田の二言語コーパスからは以下のような対訳例も抽出された。
・Hoy如niebla．（今日は霧が出ている。）
・塑革ヱdosestudiantesnuevosenlaclasedehoy．
（今日の授業には新しい生徒が二人来ています。）
・迦unpeloenlasopa．（スープに毛が1本入ってる。）
・Enlacesta地主由perasyentremediasciruelas．
（かごの中にはナシとその間にスモモが入っていた。）
（上田コーパス）
以上、上田のコーパスからは、テイル結果構文の訳として‘haber’（不
特定物の存在）も使用されることがわかる。
このように、テイル結果構文の対応形式としては、‘estar＋participio
のほか、‘tener＋participio’、‘haber＋participio’、点過去形、Lestar
‘haber’も考えられるわけである。よって、H本譜で「大事なお客さん
がうちに来ている」「ブラウスを着ている」 「鍵がなくなっている」などの
言い方は、機械的な翻訳作業では、理解、あるいはその運用が難しいので
はないかと思われる。スペイン語からの直訳で考えるのであれば、「大事
なお客さんが塞左」「ブラウスを董左」「鍵が皇史」などという文を生成す
るのが自然な流れだからである。
以上より、テイル結果構文＝．eStar＋participio．という説明を強調しす
ぎる、あるいは、その説明のみで済ませてしまうのでは不十分ではないか
と思われる。このような形式的違いは、明示的に説明されるべきポイント
であり、また、例文や練習問題にも、これらの相違を鑑みた提示の仕方が
要求されるだろう。
4　文法解説
ここでは、既存の教科書の解説部分を見る。そこから見える問題点を指
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摘し、前章までの分析結果を反映するかたちでの文法解説案を示す。
4．1＜結果状態＞の解説部分
以下、それぞれの教科書のく結果状態＞テイル形の文法解説部分を抜粋
する。
『JAPON丘S』（第11課）p．154
Ⅴ（て）います （2）‘estar＋verbo（partlCipio）－
Enlalecci6n8sevi01aconstrucci6nv（て）いますqueexpresauna
acci（）n en CurSO．Estaconstruccibnse utiliza tambi6npara expresar el
resultadodeurlaaCCi6n．yequivalealaconstruccianespa点Olalestar＋
participio’．Enestesegundocasolosverbosqueseempleanindicanuna
acci6ninstanthlea．
ej．でんきがついています。　　　　　LaluzestAprendida，
でんきがきえています。
ドアがあいています。
かぎがこわれています。
Laluzest云apagada．
LapuertaestAabierta．
LallaveestArota／descompuesta．
（後略）
rみんなⅡ』（第29課）p．26
Vforma－ています
Vforma－ていますexpresaelestadoqueresultacomounaconsecuencia
delaacci6nexpresadaporelverbo．
SがVforma一ています
（D窓が割れています。　　　　　Laventanaest云quebrada．
（参電気がついています。　　　　Laluzest云encendida．
Comoenelejemplo anterior．cuando elhablante describe elestadoque ve
frenteasidela maneraquelove．elsujetodelaaccibnseindlCamedlantela
partlCulaが，EIsuJetO①muestraque‘‘laventanafuequebradaenelpasado
yquelaconsecuenciapermanece（＝eSt云quebrada）：’Losverbosqueseusan
enestaexpresi6nsonverbosintransitivosylamayoriadeellosindicanun
actooacci6minstantAnea．Ejemplosdetalesverbosincluyenaこわれます、き
えます、あきます、こみます．etc，
（中略）
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Cuandosedescribenestadosenelpasado，SeuSaVformarていました．
（勤けさは道が込んでいました。　Esta ma丘anala calle estaba
COngeStlOnada．
r八V〟0〃G瑚　p．170
Converbospuntuales．Laforma－TE＋lRUexpresaelestadoresultante
deunaaci6n．Enespa丘01equivaldriaaverboestar＋participio．（Ⅴ色aselSta
deverbospuntualesenTEMA8．CLASIFICACI（）NDELOSVERBOS，）
‡慧慧慧慧霊禁
‡禁慧 霊 地
（ローマ字表記は省略してある。）
rMal7ut／月　では、80－81頁で“Elresultadode unaacci6nconsumada’’
という文法説明のみで、「あには　もう　けっこんして　います。」“Mi
hermanomayoryaest云casado：’という例のみを提示している。以上が4
冊の教科書の＜結果状態＞の解説部分である。
まず、＜結果状態＞の意味説明自体には、ほとんど違いがないと見てよ
い。ポイントは、3．1節で見た、日本語とスペイン語の＜結果状態＞にお
ける成立要件に関する言及が見られるか否かである。
『〃1〃0人′G瑚　において、注昌すべき説明がなされている。上記抜粋部分
に続き、『〟1〟の〃G（フ』では、次のような記述がある。
r〃／〃0八′G瑚　p．170
Con verbos de movimiento comoJKU（iT・）．KURU（lle，］7il・）．KAEJW
（′・堵reSaJ・）．etcりlaforma－TE＋IRUindicaestado，］γTrlRU，pOreJemplo，nO
Signi丘caピ．軸J・．伴W正目日用／Jlg〝J・，Sinoぐ．鵬〃・ビ17d／．
（「行く」「来る」「帰る」などの移動動詞のテイル形は状態を表す。例えば、
「行っている」は、ある場所へ向かっていることを表すのではなく、その場所
にいるということを表している。）
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Ikuこir　　　　 ／1・ itteiru：　　　　 L・T／‘Il・／〝！iJ
Kuruニ　　　　 l・ど17fJ・ kteiru：　　　 ピ．純Jイ〃叩Jノ
Kaeru：　　 J‘脚 ‘ぴ‘1‘ kaetteiru：　　　 ぐ．Tl〝J・fkl，〃ピルrJ
Dekakeruこ　 ．1‘11ノ・ dekaketeiru：　 e．vtul－jueJTJ
（日本語訳は筆者）
この説明部分では、移動動詞に関して日本語では普通にテイル形式で
＜結果状態＞を表すことがあるのに対し、スペイン語では他の表現形式
（主に特定物の存在を表す‘estart「いる」）を用いて表現することが明記さ
れている。これは、日本語とスペイン語との表現形式の違いに着目したも
のであり、それを明示的に文法説明に反映していると言える。
しかし、3．1節でも明らかなように、このような違いを見せるのは移動
動詞（verbosdemovimiento）だけではない。対象への積極的な変化をそ
の事象構造にもたない動詞からは、eStar結果構文が形成されないわけで
あり、その部分が、さらに体系的に、そして明示的に説明されるべきでは
ないだろうか。
4．2　文法解説案
以下に、これまでの対照分析を反映した文法解説案を示す。（太字は、
スペイン語表記の部分であることを表す。また、便宜上、ルビなどの配慮は省
略する）。
「動作が終わって、変化の結果の状態が続いていること」を表す場合
次の例を見てください。
A‘お兄さんのお仕事は？
B：まだ就職していないんですよ。
Aこえっ？じゃあ、何をしているんですか？
B：英語の勉強をLにアメリカへ行っているんです。
A：iEnqu色trabdatuhermano？
B：Todavianotrabaja．
A：iDeverdad？Entonces．iqu色hace？
B：迦垂enEstadosUnidosparaestudiaringles．
どうしてテイル形式が使われているのでしょうか。それは、日本語では、
「行く」（日本を出てアメリ射こ着いた）という行為の結果が継溌していると
考えるので、「行っている」となるのです。スペイン語では、このような出来
事を　一estar十pa止icipio’では表現できず、他の表現方法（単純過去形、現
在完了形、－estar’etc．）を使用します。他にもこのような例はあります。
（》移動の動詞こ「行く」「来る」「帰る」「出かける」「着く」「上がる」「降りる」など。
例1（会社で）
A：今晩、一杯、どう？金曜日だし…。
Bニすみません。今、田舎から家内の両親が皐二⊆＿畳んですよ。だから、
早く帰らないと…。
Aこあー、そう。じゃ、また今度。
（enlao丘cina）
A：iQu6teparecesivamosatomarunaCopaestanoche．esviernes．．．
B：Lo siento，Mis suegros vlnlerOn desde su pueblo nataly por eso
tengoquevoIveracasaloanteSpOSible
A：Ay．yaveo．SerAenlaotraocasi6n，
例2（駅のホームで）こあ！子どもが線路に降りてる！
（eneland色n）iMiralUnmuchacho麺alasvias”
（参「着る」「脱ぐ」など再帰動詞
例　今、冬なのに、この部屋は暑い。みんな上着を脱いでいます。
Aunque estamosen elinvierno．hacecaloren esta sala．Todosse han
quitadolachamarra．
（卦「なくなる」「忘れる」などの無意志的な表現
例l A：変だな…。
B：どうしたんですか？
Aニここにあった財布がなくなってるんです。
A：1Queextra丘OI
B：ヱQu色pasd？
A：Lacarteraqueestuvoaquinoestえ．
例2・現代人は、忙しい生活の中で大切なことを忘れている。
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LoshumanOSdeestostiemposhanolvidadolascosasimportantes
enestavISdaacelerada
ここでは、スペイン語からの単純な翻訳作業では生成しにくいと思われ
る日本語のテイル結果構文を重点的に取り上げてある。例文を通して、ス
ペイン語のestar結果構文では表さないものでも、日本語の場合は、テイ
ル結果構文で表現することを重点的に学ぶ構成となっている。
5　まとめ
本稿では、テイル結果構文と　Lestar＋participio’の成立条件には差異
があり、テイル結果構文で表されるような事態をスペイン語で言語化する
場合、様々な表現形式が用いられることを見た。その観察から、従来の
文法解説に見られるように、テイル結果構文の対応形式として‘estar＋
participio’のみを強調することはできないことを主張した。さらに、そ
の対照分析を反映したかたちでの文法解説案を示した。
このような文法解説の充実を述べる場合、一方では、難しい文法説明は
学習者の混乱を招くという反論もある。語学教師という立場上、それも理
解できる。確かに初級の段階から、細かい文法解説を完璧に施す必要はな
いと思う。そういった意味では、本研究の意義は、中級以上のレベルの学
習者、あるいは、日本語を専門に学習している学習者向けかもしれない。
しかし、いずれにせよ、正確に、かつ生産的に文をアウトプットし、表現
力を豊かにしようという場合には、やはり文法的知識がその助けとなって
くる。言語学レベルの研究成果が、更なる文法解説の充実に果たす役軌は
大きいと考える。
注
1）日本語学では、「車が走っ型旦」「財布が落ちエビ皇」など、動詞のテ形に
状態動詞「いる」をつけて＜進行＞や＜結果状態＞などの意味を表す形式を、
通例「テイル」と呼び、一つの文型として扱う。
2）テイル形式の意味には、最も基本的な＜進行＞＜結果状態＞を中心にして、
＜反復＞＜パーフェクト＞＜単なる状態＞などの派生的意味（工藤1995）が
ある。
3）教科書の選定にあたり、初級学習項日を網羅している、かつ、スペイン語で
の解説がなされているものを選んだ。20α）年度以前のものに関しては、大倉
（2（X氾）が、教科書選定に役立った。
4）スペイン語学の分野でも、DeMiguel（1999：3030）は、Vendlerの用いた
「持続性の基準」LelparAmetrodeladuracibn’が最大の功績とし、その有用
性の高さを評価している。
5）高垣（2〔畑aこ74）では、「発見、消失、認知、忘却、獲得」のような動詞が
挙げられている。
encontrar‘（見つける）、‘01vidarr（忘れる）、Lreconocer’（気づく）、．COn－
segulr．（得る）など。
これらは、「動作主をもたないで、経験者を外項とする」ために、意図性のな
いものである。つまり、「はたらきかけ」は含まず、eSt∬結果構文は形成し
ない。
6）スペイン語文例の収集に際し、上田博人ホームページ内「言語情報解析」
（http：／／gamp，C．ulokyo，aCjp／‾ueda／kaiseki／index．php）で公開されている、
「二言語コーパス」を活用した。RubioCarlos、上田博人宿r研究社新スペイ
ン語辞典j（研究社、1992）の例文を収集、作成された日西語対訳コーパスで
ある。
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